ドゥルーズ=ガタリのリゾームについて : 分割できない問題に対する操作と評価のモデル by 熊谷  侑也
ドゥルーズ=ガタリのリゾームについて : 分割でき
ない問題に対する操作と評価のモデル































1.1 本論の目的                            1 
1.2 問題意識                             3 
1.3 構成                               4 
 
第 2 章『哲学とは何か』について                   6
導入                                6
第一節概念とは何か                        10
第二節創造とは何か                         15 
 
第 3 章リゾームとは何か                                              19
導入                                                19
第一節生成変化                                           20
第二節性質 1 および 2「連結と非等質性の原理」                         24
第三節性質３「多様体の原理」                              29
第四節性質 4「非意味的切断の原理」                           33 
 
結論                                                                38 
 





QPh : Gilles Deleuze & Félix Guattari, Qu’est-ce Que La Philosophie?,  Les 
Editions De Minuit, 1991. 
MP : Gilles Deleuze & Félix Guattari, Mille Plateaux : Capitalisme et 





G.ドゥルーズ /F.ガタリ『哲学とは何か』 ,(訳 )財津理 ,河出書房新社 ,1997. 
G.ドゥルーズ /F.ガタリ『千のプラトー』,(訳 )宇野邦一ほか ,河出書房新社 ,1994. 
Gilles Deleuze & Félix Guattari, A Thousand Plateaux : Capitalism and 
Schizophrenia,The University of Minnesota, 1987, Translation and 
Foreword by Brian Massumi. 
 
























だろう 1 。  




題  n-body problem」のイメージで言い表すことはたやすい。仮に人間や社会
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2 Qph, p.10. 
3 L'abécédaire de Gilles Deleuze, 2004, Editions Montparnasse. 
























がみられる 7 。 リゾームは大きく分けて 4 つの性質の総体であり、ただひとつ





6 鈴木泉「ドゥルーズ /ガタリ研究・活用の現在」,『ドゥルーズ /ガタリの現在』
掲載 ,平凡社 ,2008 年 ,p.699. 
























 次に第 3 章では、『千のプラトー』における「リゾーム  rhizome」について
議論する。ドゥルーズは自らの哲学の実践として『千のプラトー』を残した。
彼はこの本の序論において、概念の生成論のモデルとして「リゾーム」を提示


























































                                                  
9A.ソーカル ,『知の欺瞞』 ,田崎晴明 (訳 ),岩波書店 ,2000 年 . 




















































13 。」  
 
                                                  
10ドゥルーズ ,『思い出すこと』 ,ディディエ・エリボン (聞き手 ),鈴木秀亘 (訳 ),
『ル・ヌーヴェル・オプセルヴァトール』1995 年 11 月号掲載 . 
なおインタヴュー自体は 94 年に行われた。  


























































































                                                  
18 Qphp.11,14. 
19 Qph,p.14. 
「革新」は「 renouvellement」、「代替」は「 replacement」 (邦訳では「置き換


























































































いる。これ以降の議論は、第 3 章第三節で行うこととする。  
 本節で確認された概念の性質は以下のとおりである。  
A：概念はそれを創造した履歴からなる歴史をもつ。  






















第二節 創造とは何か  
 





































































されて )、あるひとつづきの挙動を行うものだ 42 。これは今日においてモジュー
ル構造として我々に理解されているだろう。  
 続いてアジャンスマンと「生成変化」の関係について検討しよう。『千のプラ
                                                  
40Qph,p.30. 






英語で言うところの「assemble」にあたる。（英語版訳者 Brian Massumi）  


















介される時期が過ぎ、アカデミズムの中で咀嚼される時期になったといえる 44 。 
                                                  
43 Mp,p.314. 
44 『現代思想』 ,12 月号 ,第 36 巻 15 号 ,青土社 ,2008. 
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45 G.ドゥルーズ「いかに複数で書いたか」 ,宇野邦一訳 ,1984. 
46 G.ドゥルーズ前掲書 . 
47 Mp,p.15. 
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第一節 生成変化  
 
「生成変化は関係相互の照応ではない。かといって相似でも模




















                                                  
48 Mp,p.274 
49 Mp,p.35 























































                                                  
53 ドゥルーズの概念生成論における概念は、有限個の概念要素が「共立性  
consistance」を持つ場であるとされている。この場合の consistance は「とも
に たつこと」という原義に近い意味で使われている。なお動植物の相互依存









55 「Yuppie」(young urban professionals)の略語。アメリカの中流上位層、上
位層の人間の類型のひとつ。  


























                                                  
























第二節 性質１および２「連結と非等質性の原理」  
 
 ドゥルーズ＝ガタリは、生成変化のモデルであるリゾームの性質を６つに分






































                                                  





























与えているかぎりにおいて、いまだに も古い思考を保存しているのである 67 」。  
では、リゾームが性質１および２を持つことによって、樹木状モデルとはど
のように異なる振る舞いを見せるのだろうか。まずこの２つのモデルにあるは












































































第三節 性質３「多様体の原理」  
 
「多様体がみな概念であるというわけではないが、ともかく概
念はひとつの多様体である 73 。」  
 





































 W：多様体は単に「多様な」要素がひしめいている状態ではない。  
 X：多様な要素を内部に持つ「統一体」でもない。  
 Y：多くの諸要素が相互に独立しているかぎり、それは多様体ではない。  




                                                                                                                                                  
体 M を考えるとき、例えば曲面で言うならそのフチにあたる部分が (n-1)次元
多様体になっている。しかし、そのような説明は一切見られない。  
75 芳川泰久 ,『ドゥルーズキーワード 89』 ,せりか書房 ,2008. 
























































































のだ 82 。」  
 
 リゾームは前述の「性質１および２  連結と非等質性の原理」の通り、任意の
結節点がほかの異質な結節点にも連結するような構造である。「意味をもちすぎ























 性 質 ４ を 「 リ ゾ ー ム の 冗 長 性 」 と 言 い 表 し た 時 、 わ れ わ れ は 「 冗 長 性  
Redundancy」に関するひとつの古典的な議論を参照することができる。ポー
ル・バラン (Paul Baran)では、“冷戦期の核攻撃にも耐えうる”ネットワークの
構築が提案されている 84 。彼が提案した「分散型ネットワーク  Distributed 
Communication Network」は、中枢制御に頼らないメッシュ状の構造を持ち、
のちのインターネットの雛形となった。彼はネットワークの生存性＝冗長性を













結節点の能力の尺度である 85 。」  
 












とが出来る 86 。」  
 
 このネットワークは、自らに対する切断＝攻撃に対して高いコストを要求す
                                                  
85 P.Baran ,p.2.“Definition of Redundancy”  































                                                  
87 P.Baran, P.3. 




































いうことだ 91 。  
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